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このところ府県立図書館の新築・改築が相次いでいる。 1990年の図書館年鑑では11の府県立図書

館で計画が進行中と報告されている。各県とも建築物の老朽化やスペース不足の解消、あるいは新

規事業展開のため電算機を導入した新図書館建設の計画を進めており、新館オープンにあわせて蔵

書全体をデータベース化し、新しい形で図書館サービスを行うというところは、この時代の特色だ

ろう。

ところで県立図書館の蔵書データベース化のためにソースに利用できる遡及データのヒット率は

JAPAN /MARC.民間マークあわせて約60%と推定されている（木俵康之「TRCMARCの現況につ

いてーとくに遡及入力の観点から」図書館雑誌Vol.84, no. 12, p. 850参照）。これからデータベース

化を行う図書館にとって既成のマークになし＇4096をどうするかは大きな問題である。 JAP必川仏RC
を購入して自館入力するにしても、民間委託でデータベース化するにしても、一つの明快な解決策

は、 NDLが遡及入力を早く完成させ各図書館がそのデータを利用することであるにちがいない。

NDLの遡及入力は進行中、計画中のものを含め明治以降およそ70万件、信頼性の高いデータをで

きるだけ早く提供すベく努めているところである。データの品質と作成に要する時間を左右する要

因といえば、人、金、作業の能率と合理性、ノウハウの蓄積、仕事への取り組み方あるいは熱意と

いったところだろうか。これらのうち、後の 2つは手前味噌を承知の上でまずまずの自負があり、

能率と合理性についてもさらに前向きに進めたいと思う。人員と予算は相変らず難物で、さらに時

代を遡るにしたがって、入力のベースとする既存の目録のデータ項目が少なくなるという難物が加

わる。 1950年代の出版物から標目関係の調査が増えており、既成目録のマークへの変換（Conversi 

on）から新規目録作成に近い作業へと変わりつつある。

／ 

状況は厳しく、プレッシャーも大きいが、情報共有に向けて期待にそえるよう努力を続けたい。

（図書部書誌課長）
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日本人名著者標目の形式選択基準

平成3年4月1日現在

以下の基準は、著者標目のうち日本人名の形式を決定する際の当館における基準を示したもので

ある。基本的には、昭和54年10月に刊行された『国立国会図書館「日本目録規則J適用細則』第2

版の条項 3.3. 2. 1および3.4. 3. 2に従っている。これらの基準は、日本全国書誌ないしJAPAN＆仏RC

やJ-BISCのデータに反映されているだけではなく、当館が作成維持している著者名典拠のデータ

をも決定するものである。

以下の基準中の例示は、 JAPAN/MARCフォーマットに従い、以下の3種類のザブフィールドによ

って示してある。（『 JAPANほARCマニュアル』タグ 751および791参照）

$ Aカタカナ形

$ Xローマ字形

$ B漢字形（ないし表示形）

＜注1> 例示中の口はスペースを意味する。
＜注2> 例示中のSXで使用されている《》は、二重松葉括弧内のローマ字が下記の訓令

式ローマ字表記法による読みではなく、表示形（ $ B ）で使用されているローマ

字の形式に従っていることを示す。

〔例〕 $ Aアマギ，ジョ－ $XAmagi，《Jh o》 $ B天城 IIJho 

1. $ AおよびSXの読みのデータは、それぞれ以下の読み方の規則に従って付与される。

(1) カタカナ形（ $A) 「和図書入力データ票におけるアクセスポイントのかな表記要領」

（『JAPAN仙 RCマニュアル』付録2参照）

(2) ローマ字形（ $ x ) 「標目に使用する訓令式ローマ字表」（『JAPAN川 ARCマニュアル』

付録3参照）

2. 通常はひとつの著者名に対して、上記3種類のサブフィールドを対として使用するが、漢字形

ないし表示形（ $ B ）がカタカナ形（ $ A ）の文字列と全く同一の場合には、漢字形ないし表示

形（ $ B ）は省略する。

〔例 1〕

〔例2J 

$ Aタモリ $XTamori （「SBタモリ」は省略）

$ Aジュディ口オング $XZyuz i口Ongu $ Bジュディ ・オング

（この場合はSBは省略しない）

3. 通常の姓名の形式を持つ人名

通常の姓名の形式を持つ人名の場合、読みを示す$Aと$Xでは姓と名との区切りにコンマ

（， ）を、 漢字形の $Bではダブ、ルスラッシュ（｜｜）を使用する。

〔例 〕 $ Aエトウ，ジュン $XE to, Zyun $ B江藤｜｜ 淳

-2-



4. 姓名とみなしうる形式を持つ人名

姓の要素と名の要素に分割して、通常の姓名と同様に扱うことのできる人名は、姓名の形式を

採用する。（細則 3.4. 3. 2. 1 (6）による）

a. 姓に漢字形をもち、名がカタカナ形のもの

〔例 1) $ Aアサミ，ベートーベン $XAsami, Betoben $ B浅見｜｜ベートーベン

〔例2〕 $ Aアライ，イッセ－ $ X Ar a i , I s s e $ B新井｜｜イッセー

b. 姓名に準じた漢字形を持つ人名

〔例〕 $ Aジユウセキ，ラク $XZiyuseki, Raku $ B字遊席｜｜楽

（奥付の読みが姓名で区切られている）

c. 姓に漢字形、名にアルファベット形を持つ人名

〔例 1〕 $ Aサトウ， ビーサク $XSat6, 《B》口saku $ B佐藤 IIB作

〔例2〕 $ Aアマギ，ジョ－ $ XAmagi, 《Jho》 $ B天城 IIJho 

d. 個人名に擬した団体名

〔例〕 $ Aオカジマ，フタリ $X0kazima, Hutari $ B岡嶋｜｜二人

e. ローマ字表記された日本人名

〔例 〕 $Aミガキ， ケンジ $XMigaki, Kenzi $BMigaki llKenji 

5. 日本人名典拠と外国人名典拠の標目形式の区分

当館では、外国人著者名に対してはカタカナ形のデータは付与していないように、日本人名や

中国・朝鮮人名とその他の外国人名ではその形式は大きく異なっており、外国人名に関する典拠

は、日本人名の典拠とは別ファイルで、維持している。そのため、ある著者名を日本人名と見なす

か外国人名と見なすかは重要な問題となっている。

日本人名と見なすか外国人名と見なすかは、基本的には著者の国籍および使用文字種に従って

決定される。（但し、ここでは中国・朝鮮人名についての規定は除く）

5. 1 外国人の姓名形式を持つ日本人名

外国人の姓名形式を持つが、日本人であることが情報源から明らかな場合は、日本人名と

して取り扱う。

〔例〕 $ Aフラナガン，ダブリユーロシ－ $ XHuranagan, 《W. C. 》

$ Bフラナガン llW. C. 

アルファベ ットで表示されている日本人名は、 基本的にはカナ読みは行わない。この場合

形式は外国人名と同ーとなるが、日本人名典拠に登録する。

〔例 1〕 表示形： Jet 

$AJet $ X《Je t》 ( $ B不要）
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〔例2〕 表示形： M. H. Amon 

$ A Am on, M. H. $. X《Amon,M. H. 》 ( $ B不要）

〔例3〕 表示形： Mac口Yasuda

$A Mac口Yasuda $ X《Mac口Yasuda》 ( $ B不要）

5. 2 日系人の人名

カナ形の姓で表示される日系二世、三世（例：ノグチ・イサム）および外国人と結婚し外

国人姓を名乗る日本出生の著者の人名は外国人名として取り扱う。一方、漢字形の姓を使用

する日系二世、三世、日本人と結婚した外国出生の著者の人名は、日本人名として取り扱う。

a. 姓が漢字で表示されている場合は日本人名として取り扱う。

〔例 1〕 $ Aタケシタ， トマス口ケイ $ X Takes i ta, Tomasu口《 K》

$ B竹下｜｜トマスK

〔例2〕 $ Aサエキ，アリシアロキクコ $XSaeki, Arisi a口 Kikuko

$ B佐伯｜｜アリシア喜久子

b. 外国人のカナ表示形の姓を持つ場合は外国人名として取り扱う。

〔例〕 表示形：マークス寿子

$A Marks, Toshiko. $ X《Marks,Toshiko. 》（ $ B不要）

5. 3 姓名の順序を転置させている日本人名（細則3.4. 3. 2. 1 (7）による）

a. 姓名転置の形式で使用されるペンネームは、表示された順序のままを標目の形式とする。

〔例 1〕 表示形：フレディ松川

$ Aフレディロマツカワ $ X Hurez i亡lMa tukawa 

$ Bフレディ松川

〔例2J 表示形：ヨシ・カシワバラ

$ Aヨシ口カシワバラ $ XYos i口Kasiwabara 

$ Bヨシ・カシワバラ

6. 姓名の形式を取らないペンネーム、芸名、雅号など（細則3.4. 3. 2. 1 (7）による）

6. 1 姓名の形式を擬した人名と判断される場合

姓名の形式は採用しないが、 SXにおいて、姓名の各要素と判断される部分の官頭は大文

字とする。

〔例 1〕 $ Aジョージ口アキヤマ $ X Zyoz i口Akiyama

$ Bジョージ秋山

〔例2〕 $ Aケン口オオハシ $ XKen口6hasi $ B Ken大橋

〔例3〕 $Aメーフ。ルロビンドット $ X Mepuru口Pindotto 

$Bメープノレ・ピンドット
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〔例4〕 $ Aビ一口ヴイロワイズ $ X《B. V. 》口Waizu

$BB. V. ワイズ

〔例5〕 $ Aソラロミタカ $ X Sor a口Mitaka $ Bそら三鷹

6. 2 姓名の形式によらない人名

団体名の形式と同様に扱う。 SXにおいては、官頭のローマ字のみ大文字とする。

（例 1〕 $ Aシンラ口バンショウ $XSinr a口bansyδ $ B森羅万象

〔例2〕 $ Aジツメイロォロダス口ト口ヤパイロキシュ

$ X Zi tume i口。口dasu口 to口yabai口kisyu 

$ B実名を出すとヤバイ騎手

6. 3 称号、敬称、位階などが付された人名

6. 2項の形式と同様に扱う。

〔例1〕 $ Aセイ口ショウナゴン $ X Se i口 syonagon $ B清少納言

〔例2〕 $ Aブショウロコジ $ X Bus yo口kozi $ B撫松居士

6. 4 姓のみまたは名のみの著者名（細則3.3. 2. 1. 1 (2）による）

古典的な著作で姓名の完全形が容易に判明しない場合は、姓または名を標目とするが、完

全形が容易に判明するような場合は、姓または名を補って標目とする。

7. 屋号等で知られていて、それが姓名のように慣用されている人名で、世系をともなうもの

世系等の付記事項を含めた形を標目とする。世系の表記は慣用されたものを用いる。

〔例 1〕 $ Aセン， ソウサ（ 14世口1938生）

$ X Sen, S 6 s a ( 14世口1938生）

$ B千｜｜宗左（ 14世口1938生）

〔例2〕 $ Aキョクドウ，ナンリョウ（ 2代目口1877生）

$ X Kyokud6, Nanryδ （ 2代目口1877生）

$ B旭堂｜｜南陵（ 2代目口1877生）

8. 雅号等が姓名に付して表示されている人名

雅号は省略する。

（例〕 表示形：淡々斎千宗室

$ Aセン， ソウシツ（ 14世口1893生）

$XSen, Sositu (14世口1893生）

$ B千｜｜宗室（ 14世口1893生）

9. 姓名以外の識別要素を伴う人名

識別要素を姓名の末尾に付す。姓名と識別要素の部分の読みは分かち書きする。

（例 〕 $ Aフジコ，フジオロェイ $ X Huz i ko., Huz i o口 《A》

$ B藤子｜｜不二雄A
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10.同名異人の識別（細則3.3. 2. 1. 3による）

同名異人、すなわち漢字形（表示形）およびその読みが同一である別人を識別する必要がある

時は、生年もしくは没年を付記して区別する。生没年で区別できないときは、さらに職業、専門

分野等を付記して区別する。

11.人名の読み（細則3.4. 3. 2. 2による）

人名の読みは、原則として本人に固有の読みを採用する。本人に固有の読みは、以下のような

情報源から得る。どのような情報源からも読みを知ることができない場合に限って、推定読み

（常識読み）を行う。

情報源には4ランクを設け、上位のランクの情報源を優先して採用する。

Aランク 本人回答

家族回答

Bランク 勤務先回答

『文化人名録』

『人事興信録』

『大学研究者研究課題総覧』

『研究者研究課題総覧』

Cランク 奥付、標題紙・標題紙裏、本文、カバー等

『現代日本人名録』『俳人協会会員名簿』等の各種人名録

『日本書籍総目録』

『最高裁判所図書館法律図書目録」

『上野図書館目録』

知人回答

Dランク 出版社回答

情報源となる各種参考資料は、利用できる最新の版を用いる。

12.漢字の字種の採用基準

サプフィールドSBに記録する著者名の漢字形は、原則として資料に表示されている字種を用

いるが、以下の場合には、他の字種に置き換えて記録する。

(1) 常用漢字表に収録された旧字体の漢字

対応する新字体の漢字に置き換える。

〔例〕 櫨津 → 渋沢

(2) 俗字、別体字等の漢字は、対応するJI S第一水準の文字に置き換えることがある。
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6226 (J IS-1978）による。c 以下はその主な例である。字体はJrs 

対応する使用文字（JISコード番号）
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＼
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／
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ヴ
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円
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E
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佳
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館

京

恵

頚

剣

準

嘗

専

鼠

灯

蝿

函

富

淵

淵

辺

翻

略

涼

龍

壷

桧

俗字・別体字等 CJI Sコード番号）

(345C) 

( 5 0 3 7 ) 

(582A) 

( 7 0 7 4 ) 

( 5 1 7 9 ) 

( 5 2 4 5 ) 

( 6 1 3 3 ) 

( 5 5 7 3 ) 

(736B) 

( 4 5 7 5 ) 

(6A24) 

( 5 1 6 2 ) 

(495A) 

(5E3C) 

(5E3D) 

(6E35) 

(664C) 

( 6 1 4 0 ) 

(515A) 

(6446) 

(445B) 

(4930) 

舘

京

恵

頚

叙

準

掌

専

胤

燈

蝿

画

冨

測

洲

遺

訴

審

涼

篭

壷

檎

「査」と「檎」については、 Jrs c 6226 CJIS-1978）ではなく、 JIS X 
0208(JIS-1983）における第一水準の字体を使用する。

＜注＞

（図書部図書整理課）
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当館におけるアジア諸言語資料の概要

－特に中国語 ・朝鮮語図書を中心として－

当館の書誌データサービスは『日本全国書誌』、 JAPAN/MARCが中心となっています口 しか

し、これら機械入力されているものの他にも行っているサービスがあります。今回はその中から、

アジア諸言語資料の書誌について紹介いたします。

アジア諸言語資料は現在、アジア資料課が整理、利用、保管の他参考業務を含む一貫体制によっ

て取り扱っております。その対象とする資料は図書をはじめ雑誌、新聞などの逐次刊行物、マイク

ロ資料と多岐にわたっており、一つの独立した図書館の働きをしています。

その内、国内刊行の中国語・朝鮮語図書については年々増加する傾向にあり、昭和61年6月から

現在までに中国語図書101タイトル、朝鮮語図書21タイトルが収集されています。これについては

『日本全国書誌』附録Aに1991-16号（通号1800号）より年に一回掲載することとなりましたO こ

れを契機として、今後公共、民間の諸機関の協力を得て、更に収集の強化に努めていきたいと思い

ます。

では、まず、アジア諸言語資料の書誌について紹介する前に所蔵している資料について説明する

ことにします。

0 蔵書構成

明治8年に設置された東京書籍館から帝国図書館を経て、昭和23年に国立国会図書館が設立され

今日に至るまで百有余年がたちました。その間当館の蔵書となった中国語図書（漢籍も含む）は約

4万タイトル、 24万4千冊、朝鮮語図書は約7100タイトル、 1万2千冊に達しています。その他

のアジア諸言語図書ではベトナム語 1500冊、インドネシア語 1500冊、ヒンディ語750冊、ベル

シャ語 1,600冊、アラビア語1,700冊、 トルコ語650冊を所蔵しています。

この中の中国語図書には台湾刊行のものが、朝鮮語図書には北朝鮮刊行のものが含まれています

が、冊数は少なく主に交換、寄贈によるものです。

中国語・朝鮮語図書の蔵書構成がどのようになっているか、主題別の表にしたのが次の表です。

この表は昭和61年 6月から平成3年3月1日の聞に受入れたものの統計です。

中国語図書 朝鮮語図書
主題項 目

タイトル数 割合（婦） タイトル数 割合（弼）

政治・法律・行政 765 9. 0 152 11. .9 

経済・ 産業 1 060 12. 5 194 15. 1 

社会・労働 253 3. 0 71 5. 6 

教 二円両 168 2. 0 52 4. 1 

歴史・地理 2 373 28. 0 318 24. 9 

哲学・宗教 442 5. 2 66 5. 2 
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中国語図書 朝鮮語図 書
主題項 目

タイトル数 割合（係） タイトル数 割合（弼）

芸術 ・言語 ・文学 2 119 25. 0 241 18. 8 

科 ヲA主4ー 技 術 834 9. 8 49 3. 8 

学術一般・その他 424 5. 0 123 9. 6 

小冊子 ・児童書 40 0. 5 13 1. 0 

三十 8, 478 100. 0 1, 279 100. 0 

この表で顕著なことは中園、韓国とも歴史・地理、芸術 ・言語 ・文学両部門の所蔵タイトル数が

突出していて、両国とも二部門を合わせると半数に達するということです。これは両国とも伝統的

に歴史研究や文学が盛んで、多くの優れた学術研究書が出版されており、当館の基本的な図書と学

術的価値の高い研究書を収集するという選書方針と一致してこのような結果として現れたものと思

われます。

更に細かい分類項目別にタイトル数の多い順に上位10位まで挙げたのが次の表です。

中 国 三ロロ五 図 三正ヨ重 朝 鮮 三ロ五ロ 図 書

分 類 項 目 タイトル数 分 類 項 目 タイトル数

中国史 ・対日戦争時期 GE 333 157 朝鮮史 ・考古学 GE73 66 

漢方医学 SC 851 137 一般叢書・雑著個人全集 us 21 55 

民族学・アジア民族 G 131 128 朝鮮語 KJ 43 46 

中国史・五四運動～西安事件 GE326 112 朝鮮史 ・李朝時代 GE 127 37 

中国語辞典類 KK 12 99 朝鮮文学史 ・批評 KJ 52 32 

中国史 ・考古学 GE75 93 朝鮮経済史・事情 1945年以降 DC147 29 

中国人叢伝 GK 17 87 朝鮮史 ・李朝前 GE 125 27 

経済 ・産業辞典便覧類 D2 75 朝鮮史 ・通史 GE 122 26 

中国経済史・事情 1949年以降 DC157 75 朝鮮史 ・日本統治時代 GE 129 24 

中国史 ・清時代 GE 295 65 朝鮮文学 ・個人作品集 KJ・ 71 24 
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0 目録紹介

当館所蔵の中国語 ・朝鮮語図書を検索するツールとしては次のものが挙げられますo

A. 『国立国会図書館漢籍目録』 昭和62年刊

当館の前身である東京書籍館発足から昭和56年12月までに収集した漢籍、民国以降の新書を

収録しています。収録数は 23943タイトル、 214445冊で、 漢籍の中には和刻本も含まれて

います。分類は漢籍は四部分類に従い、新書は日本十進分類法（新訂8版）を参考にして分類

しています。書名 ・著者名索引は現在編纂中です。

B. 『国立国会図書館所蔵朝鮮関係資料目録』

a. 日本文篇昭和41年刊

昭和40年7月末現在までに整理された朝鮮関係日本語図書2000タイトル、地図2,000点

を収録。

b. 日本文篇補遺版昭和59年刊

昭和40年8月から58年3月末までに整理された図書 ・小冊子約2500タイトルを収録。

c. 欧文篇昭和42年刊

昭和41年12月末までに整理された朝鮮関係欧文図書 500タイトルを収録。

d. 朝鮮文篇昭和45年刊

昭和44年7月末までに整理された朝鮮語図書1400タイトルを収録。

e. 朝鮮文篇補遺版昭和61年刊

昭和44年8月から昭和59年3月末までに整理された図書 ・小冊子2635タイトルを収録。

f. 朝鮮本篇昭和50年刊

昭和49年7月末現在の整理済みの李氏朝鮮時代に刊行または手写された図書、地図類、そ

の影印本、翻刻本 1000タイトルを収録。

a～ fを合冊複製したものが紀伊国屋書店から昭和59年～61年に刊行されています。

c. 『中国語 ・朝鮮語図書速報』
A、B刊行以後の冊子目録としては唯一のものです。図書速報は昭和31年に創刊されてから

37号までは『中国朝鮮図書速報』で、 38号から現在の書名に改題されました。当初は謄写版で

季刊でしたが、 49号から印刷カードをそのままオフセット印刷にしたものに紙面が一新され今

日に至っています。昭和61年6月に半年刊となり、平成2年7月に昭和61、62年収録分である

77・78・79合併号が刊行され、紀伊国屋書店から販売されています。昭和62年収録分の80・81

合併号は現在印刷中です。

D. 『アジア資料通報』

昭和32年9月に『東南アジア資料通報』として創刊され、昭和38年4月から昭和61年8月ま

では『アジア ・アフリカ資料通報』となり、その後に現在の誌名に改題になりました。掲載内

容はアジア関係外国図書目録、国内図書目録、資料紹介からなっていて、月刊でオ。

E. 『中国語 ・朝鮮語雑誌新聞目録』

以前は『和雑誌目録』に附載されていましたが、昭和51年12月末現在から『中国語 ・朝鮮語

雑誌目録』として独立、昭和61年12月末現在（昭和63年刊）から新聞を収録、現誌、名となり、

昭和63年12月末現在（平成2年刊）まで発行しています。隔年刊です。
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他に当課で編纂した刊行物として『日本主要図書館 ・研究所所蔵中園地方志総合目録』（昭和

44年刊）があります。当館所蔵の物は『漢籍目録』に収録されていますが、地方志の所在調査等

には便利です。

0 整理業務の実際． 目録規則について
目録作業は『日本目録規則 新版 予備版』（以後Nc R新版と省略）に準拠して進めています
が、閲覧目録の継続性を重視しているため、中国語・朝鮮語資料がデータベ ス化されない聞は、

機械入力を前提としているNc R新版を全面的には採用していません。次に採用していない点を列
挙しました。

1 標目の読みの表記

当館では昭和58年から従来の訓令式ローマ字表記から片かな表記に変えましたが、当課では

そのまま訓令式ローマ字表記を続けています。中国語・朝鮮語資料のデータベース化を図る際

には、それぞれ併音表記、ハンク、、ル表記が望ましいという点から片かな表記はなじまないとい

うのが大きな理由です。

2 標目の形

団体標目は副標目形を続けて採用しています。例えば、 「中華人民共和国．国家統計局」と

「中華人民共和国国家統計局」では閲覧目録上離れてしまい、同じ団体名で二ヶ所も検索する

のは利用者に不便をかけるということで従来の形を続けることにしました。

3 記述の対象

NC R新版ではセットもの以外は原則として 1冊ずつ記述することになっていますが、当課

では作業の効率化を図るため継続物の一括記入をしています。

（例） 郭沫若研究 3～6 (4冊）

4 著者の省略

3以上の著者の場合〔ほか〕と補記する代わりに〔等〕〔号〕と補記しています0． 標目の読みについて
書名、人名ともに読みは原則として日本語音（以後音読みと省略）によっています。次に中国編、

朝鮮編に分けて説明していきます。

中国編

中国語特有の単語も音読みにしています。

（例）我｛門 gabon 宏、様 s6y6

2 国名は日本で一般的に慣用されている読みをとっています。

（例） 英吉利 lgiris u 法蘭西 Huransu

3 地名は原則として音読みですが、日本で慣用されている呼称はそれをとっています。

（例） 香港 Honkon 北京 Pekin 上海 Syanhai 高雄 Takao

内蒙古 Utim6ko

外国地名は原綴によっています。

（例） 仰光 Rangoon 河内 Hanoi

地名の典拠は『精選中園地名辞典』（塩英哲編訳 凌雲出版 1983年3月刊）によっていま

す。



4 人名は音読みが原則ですが、次の姓は慣用されている読みをとっています。

（例）渇 Hu 沈 Sin 向 Sy6 葉 Sy6 単 Zen 権 Gon

朝鮮編

漢字形の書名、人名は音読み、ハングル形についてはMcCune-Rei schauer方式 （以後MR 

方式と省略）による翻字形の読みを採用しています。

1 書名

A 漢字形の場合

（例） 韓国年盤 Kankoku nenkan 

B 漢字とハングル混じり文の場合

（例） 韓国斗文学 Kankokuno bungaku 

メHロト全運動 Saemaul undong 
c ハングルの場合
（例） ♀司 叶吋 01 Uri ぬるi

2 地名

漢字形の場合は音読みですが、慣用されている呼称はそれをとります。

（例） 蔚山 Urusan 木浦 Moppo 

3 人名

ハングル表記の場合、李、林は韓国、北朝鮮ではそれぞれ o］司、司君であり、読みは IIm、

Ri Rimですが、 MR方式に従い I Imに統ーしています。

4 団体名

ハングルで、表示されている団体名は日本語に訳した形の読みをとっています。

（例） 吐号会司→韓国銀行 Kankokug inkδ 

分類は『国立国会図書館分類表』によって作業しています。分類表の内、形態分類のwe和装本）
y p （大型本） y Q （横長本）は使用していません。 Wは一般に古典籍課所管の和装本を指すため

アジア資料課所管の線装本には適用していません。大型本もアジア資料課の書庫の高さが28cmのた

め、大型本の規定の34cm以上と合致しないため適用しないでA～Uまでの主題で分類しています。

件名目録はアジア資料課では開室以来編成していないので件名は現在付与していません。

図書記号は機構改革で資料の分散管理をすることになったので、アジア資料課の所管資料と他の

資料群を区別する必要上、中国語図書はローマ字Cのもとに、朝鮮語図書はロ マ字Kのもとに到

着順序数を付けることになりました。

（例） D C 15 7 -C 1 KJ 4 3一Kl

また、中国・朝鮮著者名、団体名については標目の形と読みの全館的な統一を図るため、図書整

理課、古典籍課で目録作成中に出てきた新標目は当課で典拠を作成し、その維持管理にあたってい

ます。以前は中国・朝鮮著者名、団体名典拠ファイルは混排していましたが、近年中国著者名と朝

鮮著者名は別ファイルにしました。漢字形の朝鮮著者名にはハングルを付与して機械入力に対処す

るための準備をしています。また近い将来朝鮮著者名典拠録を刊行することも検討しています。
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0 今後の課題

5年前の機構改革を期に、アジア資料課では閲覧目録を印刷カードから手書きカードに代えて編

成しています。これは印刷カードの作成に 2年以上の遅れがあって、中国語・朝鮮語資料の速やか

な利用を図ることが大きな課題だったからです。しかし手書きカードは鮮明さ、見やすさで印刷カ

ードより大きく劣り、閲覧目録として大きな問題を抱えています。このように目録カードをハンド

メーキングしている当課の整理業務は当館の中でも機械化の立ち遅れているセクションと言えます

が、昨年からやっと朝鮮語図書の目録カードや冊子目録をワープロで作成することになりました。

中国語の方は当課の所有しているワープロソフトでは、機能等がネックとなって目録カードの作成

には至っていません。

これからの最大の課題はどのようにして中国語 ・朝鮮語資料のデータベース化を進めていくかと

いう点にあります。そのためには日本、中園、韓国の漢字国圏が協力しての国際標準漢字コードを

一日も早く完成することが必要でしょう。

（専門資料部アジア資料課）
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図書整理課の組織変更について

4月12日付で、図書整理課の組織が以下のように変わりましたので、お知らせいたします。

図書整理課

（新） （｜日）

庶務係 府、 務 係

著者書名係 著者書名係

分類件名係 分類件名係

書架編成係 書架編成係

全国書誌係 調 整 係

典拠係 印刷カード係

印刷カードについては全国書誌係に、 「著者名典拠録」については典拠係（管内線3513）にお問

合せ下さい。

問合せ先一国立国会図書館 03(3581)2331（代表）

日本全国書誌…………………………図書部図書整理課 （内） 3 5 2 0 

ジャパン ・マーク……………………総務部情報処理課 （内） 2 4 0 1 

印刷カード………………・…………・・図書部図書整理課全国書誌係 （内） 3 5 1 7 

国立国会図書館蔵書目録……………図書部書誌課 （内） 3 6 0 1 

書誌データの内容について

記述…………………………………収集部国内資料課 （内） 3 0 15 

標目（著者 ・書名）ー……………・図書部図書整理課著者書名係 （内） 3 5 2 4 

標目（分類 ・件名）………………図書部図書整理課分類件名係 （内） 3 5 2 6 

出版社の住所の照会について

図書館から・・…...・ H ・－－……－…図書館協力部国内協力課図書館サービス係 （内） 5 11 5 

民聞から…ー………・・………一収集部収集謀納本調査係 （内） 3 0 1 3 

全国主誌通信 （不定期刊）
（「印刷カード通信』の改題）

No. 78 1991年 5月 7日発行

編集・発行国立国会図書館図書部図書整理課

干100 東京都千代田区永田町 1-10-1 fi 03(3581)2331 （代）
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